
2 婚姻・出産の状況

婚姻件数、婚姻率の推移
婚姻件数は、第1次ベビーブーム世代が25
歳前後の年齢を迎えた1970（昭和45）年か
ら1974（昭和49）年にかけて年間100万組を
超え、婚姻率（人口千人当たりの婚姻件数）
もおおむね10.0以上であった。その後は、婚
姻件数、婚姻率ともに低下傾向となり、1978

（昭和53）年以降2010（平成22）年までは、
年間70万組台（1987（昭和62）年のみ60万
組台）で増減を繰り返しながら推移してきた
が、2011（平成23）年以降、年間60万組台
で推移しており、2015（平成27）年は、63
万5,156組（対前年比8,593組減）と、2014
（平成26）年に続き過去最低となった。婚姻
率も5.1と2014年に続き過去最低となり、
1970年代前半と比べると半分の水準となっ
ている。（第1-1-6図）

 第1-1-6図 婚姻件数及び婚姻率の年次推移
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資料：厚生労働省「人口動態統計」
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未婚化の進行
未婚率を年齢（5歳階級）別にみると、
2015（平成27）年は、例えば、30～34歳で
は、男性はおよそ2人に1人（47.1％）、女性
はおよそ3人に1人（34.6％）が未婚であり、
35～39歳では、男性はおよそ3人に1人

（35.0％）、女性はおよそ4人に1人（23.9％）
が未婚となっている。長期的にみると上昇傾
向が続いているが、男性の30～34歳、35～
39歳、女性の30～34歳においては、前回調
査（2010年国勢調査）からおおむね横ばい
となっている。（第1-1-7図）

 第1-1-7図 年齢（5歳階級）別未婚率の推移
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資料：総務省「国勢調査」
注：1960～1970年は沖縄県を含まない。
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1　45～49歳の未婚率と50～54歳の未婚率の平均。50歳時の未婚割合は生涯未婚率とも呼ばれる。
2　出生率の低下要因は、我が国では婚外出生が依然少ないため、結婚行動の変化（未婚化）と夫婦の出産行動の変化（有
配偶出生率の低下）にほぼ分解され、前者の引き下げ効果は、後者の効果に比べてはるかに大きいとの指摘がある（岩
澤・金子・佐藤（2016）を参照）。

3　具体的には、1950年代後半から1970年代前半にかけての合計特殊出生率に相当する数値2.01から2012年の1.38
までの変化量は、約90％が初婚行動の変化、約10％が夫婦の出生行動の変化で説明できるとされている（2012年の
数値の考え方を含め、岩澤（2015）、岩澤・金子・佐藤（2016）を参照）。

さらに、50歳時の未婚割合1をみると、
1970（昭和45）年は、男性1.7％、女性3.3％
であった。その後、男性は一貫して上昇する
一方、女性は1990（平成2）年まで横ばいで
あったが、以降上昇を続け、前回調査（2010
年国勢調査）では男性20.1％、女性10.6％、
2015年は男性23.4％、女性14.1％となってお

り、男性は2割、女性は1割を超えている。
前回調査（2010年国勢調査）の結果に基づ
いて出された推計は、これまでの未婚化、晩
婚化の流れが変わらなければ、今後も50歳
時の未婚割合の上昇が続くことを予測してい
る2　3。（第1-1-8図）

 第1-1-8図 50歳時の未婚割合の推移と将来推計
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資料：1970年から2015年までは各年の国勢調査に基づく実績値（国立社会保障・人口問題研究所「人口統
計資料集2017」）
2020年以降は推計値（「日本の世帯数の将来推計（全国推計2013年1月推計）」）であり、2010年の
国勢調査を基に推計を行ったもの。

注：45～49歳の未婚率と50～54歳の未婚率の平均である。
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晩婚化、晩産化の進行
平均初婚年齢は、長期的にみると夫、妻と
もに上昇を続け、晩婚化が進行している。
2015（平成27）年で、夫が31.1歳、妻が29.4
歳となっており、30年前（1985（昭和60）
年）と比較すると、夫は2.9歳、妻は3.9歳上
昇している。前年（2014（平成26）年）と

の比較では、男女とも横ばいとなっている。
また、出生時の母親の平均年齢を出生順位
別にみると、2015年においては、第1子が
30.7歳、第2子が32.5歳、第3子が33.5歳と
上昇傾向が続いており、30年前（1985年）
と比較すると第1子では4.0歳、第2子では
3.4歳、第3子では2.1歳それぞれ上昇してい
る。（第1-1-9図）

 第1-1-9図 平均初婚年齢と出生順位別母の平均年齢の年次推移
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資料：厚生労働省「人口動態統計」
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年齢（5歳階級）別初婚率について、1990
（平成2）年から10年ごと及び直近の2015
（平成27）年の推移をみると、夫は25～29歳
で1990年の68.01‰が2015年の48.25‰とな
るなど下降幅が大きく、35～39歳で1990年
の8.25‰が2015年の13.61‰となるなど35歳
以上で上昇しているが、その上昇幅は小さ

い。他方、妻は20～24歳で1990年の54.40‰
が2015年の26.11‰となるなど下降幅が大き
いが、30～34歳で1990年の12.73‰が2015年
の28.83‰となるなど30歳以上で上昇してお
り、夫に比べてその上昇幅が大きい。（第
1-1-10図）

 第1-1-10図 年齢（5歳階級）別初婚率
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資料：国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集2017」を基に内閣府作成
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完結出生児数は1.94
夫婦の完結出生児数（結婚持続期間が15
～19年の初婚どうしの夫婦の平均出生子供
数）を見ると、1970年代から2002（平成14）

年まで2.2人前後で安定的に推移していたが、
2005（平成17）年から減少傾向となり、
2015（平成27）年には1.94と、前回調査に
続き、過去最低となった。（第1-1-11図）

 第1-1-11図 完結出生児数の推移
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資料：国立社会保障・人口問題研究所「第15回出生動向基本調査（夫婦調査）」（2015年）
注：対象は結婚持続期間15～19年の初婚どうしの夫婦（出生子供数不詳を除く）。横軸の年は調査を実施

した年である。
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